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▲防犯カメラ 21 台を、市内３駅周辺を中心に設置しています。

議
員　
市
長
自
ら
が
先
頭

に
立
ち
、
待
機
児
童
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

が
、
保
育
士
の
確
保
策
を

は
じ
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
進
め
る
上
で
の
課

題
は
。

市
長　
保
育
所
用
地
・
保

育
士
確
保
の
課
題
に
は
、

市
単
独
補
助
の
新
設
等
に

よ
り
、
事
業
者
の
新
規
参

入
と
安
定
運
営
を
推
進
し
、

議
員　
今
後
の
地
方
創
生

戦
略
、
強
化
は
。

市
長　
平
成
31
年
度
ま
で

の
事
業
計
画「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
関
連
事
業
を
進
め
て

い
く
。
推
進
に
当
た
っ
て

は
産
・
官
・
学
・
金
・
労
・

言
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
方
々
と
の
連
携
が

重
要
。

荒
川
堤
防
破
堤
は

必
ず
起
き
る
と
の

認
識
で
、
万
全
な

対
応
策
を
打
て
。

市
長　

ハ
ー
ド
面

で
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
自
主
防
災
会

を
中
心
と
す
る
共

助
や
家
庭
で
の
防

災
対
策
等
の
ソ
フ

ト
対
策
を
重
視
し
、

よ
り
一
層
の
地
域

防
災
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

の
な
い
ま
ち
条
例
」
な
ど
、

町
会
・
自
治
会
・
関
係
機

関
が
協
働
で
犯
罪
の
な
い

地
域
社
会
を
目
指
し
た
成

果
も
あ
り
、
犯
罪
件
数
も

減
少
し
て
い
る
が
、
多
く

の
自
主
防
犯
団
体
が
高
齢

化
、
ま
た
、
犯
罪
内
容
の

変
化
が
あ
り
、
防
犯
対
策

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

市
長　
防
犯
の
取
り
組
み

の
転
換
期
と
認
識
し
、
職

員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
機
会
を

増
や
し
、
ま
た
、
町
会
・

自
治
会
の
活
動
に
加
え
て
、

体
に
指
定
さ
れ
、
事
業
用

地
の
買
い
戻
し
や
未
利
用

地
の
売
却
に
加
え
、
先
行

用
地
の
取
得
や
利
子
補
給

補
助
の
実
施
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
削
減
を
図
っ
て
い

る
。
計
画
最
終
年
度
の
29

年
度
末
に
は
、
約
26
億
円

に
削
減
す
る
予
定
で
、
計

画
ど
お
り
の
達
成
が
見
込

ま
れ
、
そ
の
後
も
経
営
健

全
化
を
推
進
し
て
い
く
。

青少年の健全育成へ
向けた非行防止対策は

戸田未来の会　熊木 照明　議員

国民健康保険
今後の保険税の見通しは

総括質問総括質問

議
員　
近
年
、
家
庭
や
地

域
の
人
々
を
含
め
、
多
様

な
人
々
と
の
協
働
に
よ
る

教
育
が
求
め
ら
れ
る
中
、

子
供
の
痛
ま
し
い
事
件
が

後
を
絶
た
ず
、
被
害
者
も

加
害
者
も
同
世
代
の
人
間

で
あ
り
、
非
人
道
的
な
事

件
が
多
い
中
、
悲
惨
な
事

件
撲
滅
の
た
め
に
も
、
地

域
社
会
の
役
割
は
重
要
で

あ
り
、「
地
域
の
子
供
は

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

青
少
年
健
全
育
成
へ
向
け

た
地
域
で
の
非
行
防
止
対

策
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　
国
民
健
康
保
険
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
財
政
運

営
の
主
体
が
県
に
移
行
し
、

共
同
で
運
営
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
今
後
の
保

険
税
の
見
通
し
は
。

市
長　
県
か
ら
１
回
目
の

試
算
に
よ
る
標
準
保
険
税

率
が
公
表
さ
れ
、
新
制
度

で
は
現
在
の
一
人
当
た
り

保
険
税
が
１
・７
倍
と
の
試

算
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
。

今
後
、
広
域
化
に
伴
う
被

保
険
者
の
負
担
を
抑
え
な

議
員　
神
保
市
長
就
任
時

の
平
成
９
年
度
末
の
土
地

開
発
公
社
の
債
務
保
証
残

高
は
３
６
８
億
７
６
０
０

万
円
に
対
し
、
今
年
度
末

の
残
高
は
約
36
億
円
と
述

べ
ら
れ
、
市
長
が
取
り
組

ま
れ
た
行
財
政
改
革
の
中

で
も
、
こ
の
大
幅
削
減
は

大
き
な
実
績
の
一
つ
で
あ

る
が
、
第
３
次
土
地
開
発

公
社
健
全
化
計
画
の
達
成

見
込
み
と
、
そ
の
後
の
健

全
化
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
国
か
ら
健
全
化
団

待
機
児
童
緊
急
対
策
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
課
題
は

▶
揺
れ
や
液
状
化
に
よ
る
建
物
被
害
予
測

(

戸
田
市
地
域
防
災
計
画
よ
り)

▶
新
曽
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に

あ
る
土
地
開
発
公
社
所
有
地

市
長　
県
で
新
年
度
予
定

さ
れ
て
い
る
「
青
少
年
街

の
応
援
団
事
業
」
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
専
門
家

を
交
え
て
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
引
き
続
き
地

域
・
民
間
企
業
・
警
察
等

と
連
携
を
深
め
、
さ
ら
な

る
非
行
防
止
に
取
り
組
む
。

議
員　
犯
罪
撲
滅
に
向
け
、

議
員
提
出
に
よ
る
「
戸
田

市
み
ん
な
で
つ
く
る
犯
罪

総括質問とは、新年度の施政方針または
市長就任時に行われる所信表明に対する質
問で、２人以上で構成する会派による代表
制質問のことです。
今定例会では、３月２日の本会議におい
て、５人の議員が会派を代表して総括質問
を行い、市長の施政方針に対して考えをた
だしました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大
要です。総括質問の原稿は、質問者本人が
執筆しております。総括質問の模様は、議
会ホームページからご覧いただくことがで
きます。
なお、施政方針の内容は、４月１日号の「広
報戸田市」に掲載されていますので、あわ
せてご覧ください。

　公明党　三浦 芳一　議員

が
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

国
保
運
営
の
安
定
化
や
医

療
費
適
正
化
に
係
る
努
力

に
応
じ
て
交
付
金
が
与
え

ら
れ
る
「
保
険
者
努
力
支

援
制
度
」
等
を
活
用
し
被

保
険
者
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
し
て
い
く
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

議
員　
首
都
直
下
地
震
、

土地開発公社の
さらなる経営健全化は

平成会　伊東 秀浩　議員

防
犯
対
策
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は

「削減を図り推進する」「地域・企業・警察との
連携深めて」「保険者努力支援制度等を活用」

▲市庁舎前の花壇と桜

市
内
の
民
間
事

業
者
に
自
主
防

犯
活
動
従
事
者

を
委
嘱
し
、
子

供
の
見
守
り
や

パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
さ
ら

に
犯
罪
抑
止
の

た
め
、全
町
会
・

自
治
会
が
設
置

す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
補
助
金
を

検
討
す
る
。

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

総
括
質
問

一
般
質
問

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
を
知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

首
都
直
下
地
震
の
対
応
は

地
方
創
生
戦
略
は

受
け
入
れ
枠
の
緊
急
拡
大

に
必
要
な
保
育
士
を
確
保

し
定
着
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
国
民
健
康
保
険
の

広
域
化
に
伴
う
課
題
は
。

市
長　
本
市
が
負
担
す
る

納
付
金
や
標
準
保
険
税
額

が
公
表
さ
れ
、
そ
の
対
応

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

総
括
質
問

国
保
広
域
化
の
課
題
は


